
　医学部附属病院は、２月12日（火）、平成24年度医学部附
属病院災害訓練を実施しました。
　同訓練は、駿河湾沖を震源とする震度６強の地震が発生
し、医学部附属病院のライフラインの一部が破損している
という状況のもと、被災者等が同院に多数来院したとの想
定で実施されました。同院職員が、自身の安全を確保しつ

つ、来院する患者に対して、トリアージから処置・搬送を
いかに手際よく正確に行うかの訓練を行いました。
　今回は、現在改定作業中の新しい防災マニュアルを意識
し、前回、外来棟４階のホールに設置していた対策本部を、
新しい防災マニュアルにおける設置予定場所である中央診
療棟３階の講堂とするなど、訓練に様々な改良を加えて実
施しました。さらに昨年に引き続き、学校法人・専門学校
名古屋医専の協力のもと、同校の専門学校生80名を模擬患
者として、より実際の現場に即した訓練を行いました。
　訓練終了後、参加者は対策本部の置かれた中央診療棟３
階の講堂に集合し、松尾医学部附属病院長のあいさつの
後、部署ごとに分かれて、各ブース内の連携や患者の搬送
等それぞれの問題点を洗い出し、報告を行いました。その
後、訓練の監査にあたった昭和消防署の担当者から講話が
あり、松尾同院長の代理として松田直之同院救急部長が専
門学校生の代表者に感謝状を授与して、訓練を終了しまし
た。
　今回報告された問題点を受け、次回の訓練ではさらに内
容の充実を図る予定です。

　大学院経済学研究科附属国際経済政策研究センターは、
２月13日（水）、日本経済新聞社名古屋支社会議室におい
て、経済学部同窓会である社団法人キタン会との共催で、
第16回名古屋ビジネスセミナーを開催しました。
　同センターは、大学院経済学研究科と緊密に協力しつつ、
領域横断型の研究を開拓し、その成果を内外の大学、研究

機関をはじめ広く社会に還元することを任務としていま
す。同セミナーは、その一環として地域に開かれた研究活
動を推進することを目的としており、今回は、渋谷健司東
京大学大学院医学系研究科国際保健政策教室教授を講師と
して開催しました。
　佐藤宣之国際経済政策研究センター教授の司会のもと、
まず木村経済学研究科長が開会あいさつを行い、続いて、
渋谷教授より「グローバル化する保健医療」と題して講演
がありました。渋谷教授は、従来各国に固有であった保険
医療についても、グローバル化の中で先進国・途上国間
での双方向の連携が必要となり「グローバルヘルス」の概
念が生み出されたこと、グローバルヘルスの進展とともに
世界保健機関（WHO）のみならずその他の国際機関や民
間セクターの存在感が増していること、日本が達成した国
民皆保険こそがグローバルヘルスの中心課題となりつつ
あり、持続可能なビジネスモデルの開発に向けて我が国が
リーダーシップを取ることが期待されていることについて
説明しました。最後に多和田同センター長による閉会あい
さつで終了しました。
　WHO での勤務経験等もふまえた渋谷教授の講演は、聴
衆に知的刺激を与えているようでした。
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